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先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病に対する 

医療および移行期医療支援に関する研究 
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 研究要旨 
当院は小児専門病院ではないが、小児医療センターを有しており、耳鼻咽

喉科診療は成人と小児で別の場所で行っている。その状況下で先天性および

若年性の視覚聴覚二重障害者に限らず聴覚と他の障害を有する患者に対する

当院での移行期医療の現状把握と問題点の抽出を行った。 
 

 
 
 
Ａ．研究目的 
 当院は小児専門病院ではなく、成人とは外来

の場帆が異なるが、診療する医師は同じであ

り、特に移行医療支援体制は取って来なかっ

た。 
 その中で本疾患群に限らず、当科での移行期

医療の現状を把握し、問題点の抽出を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
 16 歳を超えても小児耳鼻科に通院中の患者

さんと保護者に移行期医療について説明し、成

人耳鼻科や近隣の医療機関への受診を提案し

た。 
(倫理面への配慮) 
 患者さんと保護者の希望を最優先とした。 
 
Ｃ．研究結果   
 聴覚以外に障害を持たない患者さんについて

は移行期医療の受入れは良好であり、自宅近く

の医療機関への紹介もスムーズであったが、聴

覚障害以外の他の障害も有する患者さんについ

ては受入れが困難であった。 
 
Ｄ．考察 
 多忙な外来診療の中で、医師が移行期医療の

説明をし、患者さんや保護者の希望を聞き、移

行期医療を進めていくのは困難と考えられた。 

 移行期医療専属の MSW や看護師が必要と考

えられた。 
 今回は視覚聴覚二重障害者は含まれなかった

が、おそらく同様の結果であろうと思われる。 
 
Ｅ．結論 
 二重障害者への移行期医療は、医師以外の

コ・メディカルを含めたチームが必要である。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
 該当なし 
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